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議
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た

　
　
　
　
　

議　

長　

に　
　

奥
田　

悦
雄　

氏

　
　
　
　
　

副
議
長
に　
　

久
保
田
和
典　

氏

　
　
　
　
　

監
査
委
員
に　
　

永
山　
　

誠　

氏

　

平
成
25
年
第
１
回
臨
時
会
が
、
５
月
16
日
か
ら
会
期
２
日
で
開
会
さ
れ
、
議
長
・
副
議
長
の
選
挙

の
ほ
か
、
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
の
各
委
員
の
選
任
や
、
泉
北
環
境
整
備
施
設
組
合
議

会
な
ど
の
一
部
事
務
組
合
議
会
へ
の
派
遣
議
員
の
選
挙
を
行
い
、
議
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
第
１
号
「
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
高
石
市
市
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
）」
な
ど
議
案
３
件
、
報
告
１
件
が
提
出
さ
れ
、
本
会
議

に
お
い
て
い
ず
れ
も
承
認
等
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
２
ペ
ー
ジ
の
議
決
結
果
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議
長
・
副
議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

市
民
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
市
議
会
に
対
し
ま
し

て
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
平
成
25
年
第
１
回
臨
時
会
に
お
き
ま
し

て
、
議
長
並
び
に
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
職
の
責
務
の
重
大
さ
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
さ

ら
な
る
市
政
の
発
展
と
円
滑
な
議
会
運
営
の
た
め
に
全
力

を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
財
政
健
全
化
を
推
し
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

今
な
お
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
ま
す
地
震
等
の
災
害
へ
の
防
災
対
策
を
は
じ
め
、

少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
、
南
海
本
線
連
続
立
体
交
差
事

業
や
公
共
下
水
道
事
業
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
等
、
重
要

な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
市
議
会
は
、
議
員
全
員
が
協
力
し
、
議
会
の
機

能
や
役
割
を
十
分
に
発
揮
し
な
が
ら
、
安
全
で
安
心
な
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
市
民
の
皆
様
の
ご
期
待

に
沿
う
よ
う
更
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
市
政
並
び
に
市
議
会
に

対
し
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

平成25年
第１回
臨時会

第
３
回
定
例
会　

平
成
25
年
９
月
10
日
〜

第
４
回
定
例
会　

平
成
25
年
11
月
29
日
〜

第
１
回
定
例
会　

平
成
26
年
２
月
25
日
〜

奥田　悦雄
議　長

久保田和典
副議長

永山　　誠
監査委員

▼常任委員会

委員会名 委員長 副委員長 委　　員

総務文教
委 員 会 清水　明治 畑中　政昭

山敷　　恵　　綿野　宏司
宮口　典子　　出川　康二
奥田　悦雄　　古賀　秀敏

福祉土木
委 員 会 松尾　京子 永山　　誠

松本　善弘　　寺島　　誠
明石　宏隆　　森　　博英
久保田　和典　　佐藤　一夫
松本　　定　　　　　　　

予　　算
委 員 会 畑中　政昭 明石　宏隆 全　議　員

（正副委員長を除く）

決　　算
委 員 会 森　　博英 松本　善弘 全　議　員

（正副委員長を除く）

▼議会運営委員会

委員長 副委員長 委　　員

古賀　秀敏 森　　博英
畑中　政昭　　　寺島　　誠
出川　康二　　　永山　　誠
清水　明治　　　佐藤　一夫

▼一部事務組合議会

組合議会名 議　　員

泉北環境整備
施設組合議会

綿野　宏司　　宮口　典子　　明石　宏隆
古賀　秀敏　　松本　　定　　　　　　　

泉 北 水 道
企 業 団 議 会

松本　善弘　　寺島　　誠　　松尾　京子
森　　博英　　佐藤　一夫

泉 州 水 防
事務組合議会 松本　善弘　　畑中　政昭　　山敷　　恵

高石市泉大津市
墓地組合議会

畑中　政昭　　山敷　　恵　　綿野　宏司
松尾　京子　　明石　宏隆　　出川　康二
清水　明治　　森　　博英　　久保田　和典
佐藤　一夫　　古賀　秀敏　　松本　　定

大阪広域水道
企 業 団 議 会 松尾　京子
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第１回臨時会議決結果一覧表
議案番号 件 名 議決年月日 結　果
議　案
第１号

専決処分の報告について（高石市市税条
例の一部を改正する条例制定について） 25.5.16 承　　認

議　案
第２号 高石市固定資産評価員の選任について 25.5.16 同　　意

議　案
第３号 議会議長辞職の許可について 25.5.16 許　　可

議　案
第４号 議会副議長辞職の許可について 25.5.17 許　　可

議　案
第５号 高石市監査委員の選任について 25.5.17 同　　意

選　挙
第１号 議会議長選挙 25.5.16 選　　挙

選　挙
第２号 議会副議長選挙 25.5.17 選　　挙

選　挙
第３号 泉北環境整備施設組合議会議員選挙 25.5.17 選　　挙

選　挙
第４号 泉北水道企業団議会議員選挙 25.5.17 選　　挙

選　挙
第５号 高石市泉大津市墓地組合議会議員選挙 25.5.17 選　　挙

選　挙
第６号 大阪広域水道企業団議会議員選挙 25.5.17 選　　挙

報　告
第１号

専決処分の報告について（損害賠償額
の決定について） 25.5.16 報　　告

報　告
第２号 議会運営委員会の委員の選任について 25.5.17 報　　告

報　告
第３号 常任委員会の委員の選任について 25.5.17 報　　告

諸報告 25.5.17 報　　告

閉会中の継続調査の申し出について 25.5.17 閉 会 中
継続調査

第２回定例会議決結果一覧表
議案番号 件 名 議決年月日 結　果

議　案
第１号

高石市新型インフルエンザ等対策本部
条例制定について

【25.6.11 総務文教委員会付託】
25.6.14 可　　決

議　案
第２号

高石市国民健康保険条例の一部を改正
する条例制定について

【25.6.11 福祉土木委員会付託】
25.6.14 可　　決

議　案
第３号

専決処分の報告について（平成24年度
高石市一般会計補正予算）

【25.6.11 予算委員会付託】
25.6.14 承　　認

議　案
第４号

専決処分の報告について（平成25年度
高石市一般会計補正予算）

【25.6.11 予算委員会付託】
25.6.14 承　　認

議　案
第５号 平成25年度高石市一般会計補正予算 【25.6.11 予算委員会付託】

25.6.14 可決（賛成多数）
修正動議　平成25年度高石市一般会計
補正予算に対する修正案 25.6.14 否　　決

（賛成少数）
議　案
第６号

平成25年度高石市介護保険特別会計補
正予算

【25.6.11 予算委員会付託】
25.6.14 可　　決

議　案
第７号 財産の処分について 【25.6.11 総務文教委員会付託】

25.6.14 可　　決
議　案
第８号

「原発事故子ども・被災者支援法」の
早期具体化を求める意見書 25.6.14 可　　決

決議案
第１号

劣化ウランの撤去と厳重な管理を求め
る決議 25.6.14 可　　決

報　告
第１号

平成24年度高石市一般会計繰越明許費
繰越計算書の報告について

【25.6.11 予算委員会付託】
25.6.14 報　　告

議案番号 件 名 議決年月日 結　果

報　告
第２号

平成24年度高石市公共下水道事業特別会
計繰越明許費繰越計算書の報告について

【25.6.11 予算委員会付託】
25.6.14 報　　告

報　告
第３号 寄附金収受の報告について 25.6.11 報　　告

監査 委 員
報告第１号 定期監査結果報告 25.6.11 報　　告

監査 委 員
報告第２号 例月現金出納検査結果報告 25.6.11 報　　告

一般質問 25.6.14
25.6.17

総務文教委員会審査結果報告（要旨）
　第２回定例会１日目において、総務文教委員会へ付託
された議案第１号「高石市新型インフルエンザ等対策本
部条例制定について」など２案件については、６月11日
に慎重審査を行い、全会一致でいずれも「可決すべき」
との結論に達しました。
　以上の審査結果については、定例会２日目（６月14日）
に清水明治委員長から議会へ報告がありました。

福祉土木委員会審査結果報告（要旨）
　第２回定例会１日目において、福祉土木委員会へ付託
された議案第２号「高石市国民健康保険条例の一部を改
正する条例制定について」は、６月12日に慎重審査を行
い、全会一致で「可決すべき」との結論に達しました。
　以上の審査結果については、定例会２日目（６月14日）
に松尾京子委員長から議会へ報告がありました。

予算委員会審査結果報告（要旨）
　第２回定例会１日目において、予算委員会へ付託され
た議案第３号「専決処分の報告について（平成24年度高
石市一般会計補正予算）」など６案件については、６月12
日及び13日の２日間で慎重審査を行い、議案第３号及び
議案第４号は全会一致でいずれも「承認すべき」との結
論に達しました。
　議案第５号「平成25年度高石市一般会計補正予算」に
ついては修正案が提出されましたが、賛成少数で否決と
なり、原案は賛成多数で「可決すべき」との結論に達し
ました。
　また、議案第６号は全会一致で「可決すべき」との結
論に達しました。
　なお、報告第１号及び報告第２号は、それぞれ報告を
受けました。
　以上の審査結果については、定例会２日目（６月14日）
に畑中政昭委員長から議会へ報告がありました。

平
成
25
年
第
２
回 

定
例
会

　

平
成
25
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
11
日

に
開
会
し
、
６
月
17
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
議
案
７

件
、
報
告
３
件
が
提
出
さ
れ
、
監
査
委
員
か

ら
報
告
２
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
議
案
第
１
号
「
高
石
市
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例
制
定
に

つ
い
て
」
な
ど
２
案
件
は
総
務
文
教
委
員
会

へ
、
議
案
第
２
号
「
高
石
市
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て
」
は
福
祉
土
木
委
員
会
へ
、
議
案
第
３
号

「
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
平
成
24
年

度
高
石
市
一
般
会
計
補
正
予
算
）」
な
ど
６

案
件
は
予
算
委
員
会
へ
そ
れ
ぞ
れ
付
託
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

所
管
の
委
員
会
に
お
い
て
慎
重
審
査
を
行

い
、
い
ず
れ
も
可
決
等
し
、
委
員
会
付
託
を

省
略
し
本
会
審
議
と
な
り
ま
し
た
案
件
と
と

も
に
、
本
会
議
に
お
い
て
も
可
決
等
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
議
案
第
５
号
「
平
成
25
年
度
高
石

市
一
般
会
計
補
正
予
算
」
に
つ
い
て
は
、
予

算
委
員
会
及
び
本
会
議
に
お
い
て
修
正
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
賛
成
少
数

で
否
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
案
さ
れ
ま
し
た
議
案
第
８

号
「「
原
発
事
故
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
」

の
早
期
具
体
化
を
求
め
る
意
見
書
」
及
び
決

議
案
第
１
号
「
劣
化
ウ
ラ
ン
の
撤
去
と
厳
重

な
管
理
を
求
め
る
決
議
」
に
つ
い
て
は
、
全

会
一
致
で
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。（
可

決
し
た
意
見
書
等
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
４

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）
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第
２
回
定
例
会

 
一
般
質
問

【
政
策
推
進
関
係
】

○
住
宅
地
と
更
地
に
係
る
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
に

つ
い
て

○
空
き
家
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
撤
廃
や

空
き
家
税
導
入
に
お
け
る
現
行
法
上
の
可
能
性
に
つ

い
て

○
現
在
の
行
政
運
営
と
総
合
計
画
に
つ
い
て

○
総
合
計
画
に
基
づ
く
実
施
計
画
書
の
提
出
、
記
載
内

容
等
に
つ
い
て

○
総
合
計
画
の
進
行
管
理
、
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て

○
予
算
の
要
求
、
査
定
に
係
る
基
準
に
つ
い
て

○
次
年
度
の
重
要
施
策
、
方
針
の
決
定
に
つ
い
て

○
事
務
事
業
の
見
直
し
の
基
準
に
つ
い
て

○
行
政
評
価
制
度
の
必
要
性
と
導
入
に
つ
い
て

○
伽
羅
橋
駅
高
架
下
店
舗
の
入
居
者
募
集
の
進
捗
と
予

算
計
上
し
た
家
賃
の
収
入
見
通
し
に
つ
い
て

○
高
石
シ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
問
題
点
の
検

討
と
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

○
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
早
急
な
対
策
に
つ
い

て
○
広
報
紙
の
全
世
帯
配
布
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
調
査
研
究

と
取
り
組
み
方
法
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
削
減
に
つ
い
て

【
総
務
関
係
】

○
本
市
の
人
口
推
移
、
出
生
者
数
等
に
つ
い
て

○
健
康
ク
ラ
ウ
ド
の
分
析
デ
ー
タ
と
個
人
情
報
保
護
の

問
題
に
つ
い
て 

○
子
ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
の
内
容
等
に
つ

い
て

○
公
共
施
設
、
イ
ン
フ
ラ
等
の
老
朽
化
・
保
全
対
策
に

つ
い
て

○
庁
舎
で
保
有
す
る
公
用
車
の
台
数
及
び
１
台
当
た
り

の
平
均
維
持
管
理
費
に
つ
い
て

○
こ
れ
ま
で
の
公
用
車
の
管
理
体
制
の
改
善
状
況
に
つ

い
て

○
公
用
車
の
集
中
管
理
へ
の
シ
フ
ト
に
つ
い
て

○
庁
舎
駐
車
場
を
機
械
化
し
24
時
間
３
６
５
日
使
え
る

パ
ー
キ
ン
グ
と
し
て
の
運
用
に
つ
い
て

○
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
の
看
板
設
置
に
つ
い
て

○
一
部
従
量
制
に
よ
る
ご
み
有
料
化
の
実
施
に
伴
う
ご

み
減
量
目
標
と
実
績
及
び
泉
北
環
境
整
備
施
設
組
合

分
担
金
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て

○
ご
み
減
量
に
よ
り
削
減
で
き
た
財
源
を
活
用
し
た
ビ

ル
ド
策
に
つ
い
て

○
ご
み
袋
に
貼
る
シ
ー
ル
が
は
が
れ
や
す
い
こ
と
等
に

対
し
て
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

○
11
月
に
予
定
さ
れ
る
市
の
津
波
避
難
訓
練
と
泉
北
ブ

ロ
ッ
ク
で
の
府
市
合
同
訓
練
に
つ
い
て

○
市
役
所
閉
庁
時
に
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
職
員
の
参
集
、
配
備
等
の
危
機
管
理
体
制
に

つ
い
て

○
４
月
13
日
に
淡
路
島
付
近
で
地
震
が
発
生
し
た
際
の

職
員
の
参
集
人
数
に
つ
い
て

○
災
害
発
生
時
に
お
け
る
消
防
団
の
退
避
基
準
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
策
定
に
つ
い
て

○
津
波
避
難
ビ
ル
の
収
容
人
数
と
そ
の
充
足
に
つ
い
て

○
災
害
時
の
事
業
継
続
計
画
に
つ
い
て

○
府
の
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想
定
と
そ
れ
に

伴
う
避
難
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

○
府
の
被
害
想
定
の
詳
細
発
表
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
そ

れ
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て

○
府
の
被
害
想
定
に
お
け
る
防
災
体
育
館
へ
の
被
害
及

び
設
計
変
更
の
検
討
に
つ
い
て

○
津
波
浸
水
想
定
を
踏
ま
え
た
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
内
容
、
配
布
時
期
に
つ
い
て

○
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
や
地
域
防
災
計
画
の

改
定
に
お
け
る
市
民
等
の
意
見
の
反
映
に
つ
い
て

○
災
害
時
の
自
主
防
災
組
織
の
役
割
と
情
報
伝
達
の
方

法
に
つ
い
て

○
臨
海
企
業
の
従
業
員
の
避
難
誘
導
に
役
立
つ
防
災
カ

メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

○
臨
海
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
被
害
想
定
の
見
直
し
と
そ
の

防
災
対
策
に
つ
い
て

○
臨
海
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
抱
え
る
中
で
の
津
波
に
対
す

る
現
状
の
避
難
経
路
へ
の
危
惧
に
つ
い
て

【
保
健
福
祉
関
係
】

○
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
設
置
に
つ
い
て

○
父
子
教
育
に
係
る
教
室
の
開
催
に
つ
い
て

○
高
齢
者
と
の
つ
な
が
り
を
も
て
る
子
育
て
支
援
策
に

つ
い
て

○
羽
衣
保
育
所
の
仮
園
舎
で
の
夏
場
の
暑
さ
対
策
に
つ

い
て

○
健
康
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
健
康
情
報
等
の
デ
ー
タ
送
信
と

そ
の
分
析
デ
ー
タ
に
つ
い
て

○
健
康
ク
ラ
ウ
ド
に
デ
ー
タ
を
送
信
す
る
こ
と
に
対
す

る
意
見
聴
取
と
そ
の
周
知
に
つ
い
て

○
分
析
デ
ー
タ
に
基
づ
く
健
康
施
策
に
つ
い
て

○
特
区
に
よ
る
国
の
支
援
終
了
後
の
健
康
ク
ラ
ウ
ド
の

運
営
に
つ
い
て

○
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
の
受

診
率
に
つ
い
て

○
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
の
み
の
受
診
率

に
つ
い
て

○
子
宮
頸
が
ん
の
感
染
率
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
、

副
反
応
に
つ
い
て

○
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
及
び
健
康
被
害
が
生
じ
た
場
合
の
救
済
に
つ
い

て
○
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的
な
勧
奨
差
し

控
え
へ
の
対
応
に
つ
い
て

○
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
情
報
提
供
に
つ
い

て
○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
へ
の
取
り
組
み
及
び

そ
の
効
果
額
と
利
用
率
に
つ
い
て

【
土
木
関
係
】

○
一
般
空
き
家
と
老
朽
空
き
家
の
定
義
、
割
合
に
つ
い

て
○
空
き
家
の
利
活
用
の
方
法
に
つ
い
て

○
市
営
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て

○
市
営
住
宅
の
家
賃
滞
納
状
況
と
滞
納
者
へ
の
対
応
に

つ
い
て

○
市
営
住
宅
の
家
賃
分
納
状
況
に
つ
い
て

○
羽
衣
駅
再
開
発
事
業
の
目
的
に
つ
い
て

○
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
に
つ
い
て

○
伽
羅
橋
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
設
計
の
進
捗
状

況
と
説
明
会
に
つ
い
て

○
伽
羅
橋
公
園
の
整
備
計
画
に
よ
る
乗
車
人
数
の
目
標

値
に
つ
い
て

○
高
師
浜
線
の
工
法
の
決
定
と
工
事
に
伴
う
高
架
下
店

舗
へ
の
影
響
に
つ
い
て

○
南
海
中
央
線
供
用
開
始
に
伴
う
信
太
高
石
線
か
ら
中

央
公
民
館
ま
で
の
間
に
お
け
る
信
号
機
の
設
置
数
に

つ
い
て

○
ラ
イ
ジ
ン
グ
ボ
ラ
ー
ド
と
音
の
出
る
歩
道
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て

○
都
市
再
生
整
備
計
画
に
お
け
る
せ
せ
ら
ぎ
の
清
掃
を

地
元
自
治
会
に
依
頼
す
る
こ
と
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ

ー
ド
へ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置
に
つ
い
て

○
せ
せ
ら
ぎ
の
ポ
ン
プ
の
稼
働
時
間
帯
と
節
電
要
請
が

あ
っ
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て

○
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
自
転
車
道
の
方
向
性
に
つ
い

て
○
通
学
路
の
カ
ラ
ー
舗
装
な
ど
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

○
公
園
愛
護
会
の
団
体
と
し
て
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

○
公
園
の
砂
場
の
清
掃
、
殺
菌
等
に
つ
い
て

○
街
路
樹
の
剪
定
基
準
に
つ
い
て

○
取
石
中
通
り
の
下
水
管
に
係
る
周
辺
地
域
の
公
共
下

水
道
の
整
備
に
つ
い
て

○
市
道
高
砂
１
号
線
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
結
果
と
液
状

化
対
策
の
工
事
に
つ
い
て

○
富
木
駅
西
側
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

○
高
石
駅
の
東
側
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
再
設
置
に
つ
い
て

【
教
育
関
係
】

○
市
立
図
書
館
の
利
用
者
数
、
コ
ス
ト
、
開
館
日
数
等

に
つ
い
て

○
市
立
図
書
館
の
運
営
方
針
に
つ
い
て

○
市
立
図
書
館
の
指
定
管
理
者
制
度
や
民
営
化
に
よ
る

運
営
に
つ
い
て

○
市
立
図
書
館
の
本
館
・
分
館
に
お
け
る
選
書
方
法
と

司
書
資
格
者
の
配
置
状
況
に
つ
い
て

○
市
立
図
書
館
の
分
館
に
司
書
を
配
置
し
て
い
な
い
理

由
に
つ
い
て

○
一
般
職
員
に
お
け
る
司
書
資
格
者
の
有
無
に
つ
い
て

○
市
立
図
書
館
の
分
館
に
お
け
る
お
話
し
会
、
読
み
聞

か
せ
の
実
施
に
つ
い
て

○
市
立
図
書
館
に
お
け
る
障
が
い
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て

○
泉
北
地
域
図
書
館
の
相
互
利
用
の
効
果
に
つ
い
て

○
ア
プ
ラ
た
か
い
し
開
館
10
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

○
小
・
中
学
校
に
お
け
る
が
ん
教
育
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

○
小
・
中
学
校
に
お
け
る
自
転
車
の
交
通
マ
ナ
ー
の
教

育
に
つ
い
て

○
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て

○
い
じ
め
と
不
登
校
の
件
数
に
つ
い
て

★
一
般
質
問
な
ど
の
詳
細
は
、
後
日
、
市
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
会
議
録
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
★



（4）平成25年８月１日発行 たかいし議会だより

「原発事故子ども・被災者支援法」の
早期具体化を求める意見書

　福島第一原発事故から間もなく２年が経過しようとしてい
るが、いまなお全国に多数の避難者がおられ、先の見えない
不安な生活を余儀なくされている。
　平成24年６月21日、第180回通常国会において「原発事故子
ども・被災者支援法」（正式名称「東京電力原子力事故により
被災した子どもをはじめとする住民等の生活を守り支えるた
めの被災者の生活支援等に関する施策の推進に関する法律」）
が、全会一致で可決成立した。
　この支援法は、「支援対象地域」からの避難、居住、帰還と
いった選択を、被災者がみずからの意思によって行うことが
できるよう、国が責任を持って具体的な支援をしなければな
らないと定めている。すなわち、原発事故で避難した方には、
国による避難指示のあるなしにかかわらず、移動・住宅・就
学・就業等に関する支援及び移動先自治体による役務の提供
を、避難しない方には、医療・就学・食の安全・放射線量の
低減・保養等に関し支援することを、さらに家族と離れて暮
らすことになった子どもに対する支援を定めたものである。
　一方、この支援法では、具体的施策（支援対象地域の範囲、
支援施策の内容、自治体との連携、予算措置など）は、政府
の定める「基本方針」によるものとされているが、同法の成
立から８ヶ月が経過した現時点においても「基本方針」の策
定のめどは明らかにされていない。
　現在、各地に避難されている方々は、住宅、仕事、保育、
教育、子どもの健康、二重生活等、避難生活に関わる様々な
困難を抱えて生活されており、可及的速やかな施策の具体化
が求められている。
　よって国におかれては、下記事項を実施されるよう強く要
望する。
　１ ．原発事故子ども・被災者支援法に基づく「基本方針」

を策定し、各種の具体的施策の早期実現のために必要な
予算措置を講ずること。

　　 　特に、安定した住居の確保、子どもの定期的健康診断
と医療費の減免、二重生活における移動交通費の支援は
喫緊の課題として具体化すること。

　２ ．地方自治体が行う関連施策に対しても国が支援を行う
こと。

　３ ．「基本方針」策定と施策の具体化にあたっては、被災者
の意見を十分に反映する措置をとること。

劣化ウランの撤去と厳重な管理を求める決議
　高石市の堺泉北臨海工業地帯に所在する、三井化学大阪工
場に、劣化ウラン約44トンが存在し、他の触媒と一緒にドラ
ム缶1889本に詰められ倉庫に積み上げられ保管されている。
この劣化ウランは、かつて石油化学工業において、触媒に用
いられ各コンビナートで保管されているが、山口県、千葉県
でも化学工場の爆発事故において、保管倉庫への延焼等で、
外部へ大量に飛散し、外部・内部被曝の恐れがあった、と指
摘されている。
　特に、大阪府、高石市では南海トラフ地震等による、臨海
工業地帯の地震・津波対策が急務になっている現在、劣化ウ
ランの保管・管理について、万全の対策で、外部への飛散や
流出をさせないことが強く求められている。
　よって、文部科学省等の規制当局においては、万全な保管・
管理体制の強化策を求めるものである。

行　政　視　察
平成25年５月以降、本市を行政視察された市は次のとお
りです。
来 訪 日 市　　　名 調　査　項　目

５月９日 兵庫県
南あわじ市

事業所の自主的な地震・津波
対策に対する支援について

第
１
回
臨
時
会
の
経
過

5 
月

16
日　

開　

会

　
　

○
本
会
議
（
１
日
目
）

　
　

○
議
員
全
員
協
議
会

　
　

○
議
会
運
営
委
員
会

17
日

　
　

○
本
会
議
（
２
日
目
）

　
　

○
議
会
運
営
委
員
会

　
　

○
各
会
派
代
表
者
会
議

　
　

○
総
務
文
教
委
員
会

　
　

○
福
祉
土
木
委
員
会

　
　

○
予
算
委
員
会

　
　

○
決
算
委
員
会

 　
　
　

閉　

会

第
２
回
定
例
会
の
経
過

6 

月

11
日　

開　

会

　
　

○
本
会
議
（
１
日
目
）

　
　

○
総
務
文
教
委
員
会

12
日

　
　

○
福
祉
土
木
委
員
会

　
　

○
各
会
派
代
表
者
会
議

　
　

○
予
算
委
員
会

13
日

　
　

○
予
算
委
員
会

14
日

　
　

○
本
会
議
（
２
日
目
）

　
　

○
各
会
派
代
表
者
会
議

　
　

○
議
会
運
営
委
員
会

17
日

　
　

○
本
会
議
（
３
日
目
）

　
　
　

 

閉　

会

議　

会　

日　

誌

　

平
成
25
年
４
月
以
降
の
主
な
議
会
活
動
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

4 

月

９
日
・ 

大
阪
府
市
議
会
議
長
会
新
旧
正
副
会
長
会

15
日
・ 

議
会
運
営
委
員
会

26
日
・ 

近
畿
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

5 

月

13
日
・ 

議
会
運
営
委
員
会

15
日
・ 

議
員
全
員
協
議
会

16
・ 

17
日

　
　

・ 

第
１
回
臨
時
会

22
日
・ 

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

23
日
・ 

石
油
基
地
防
災
対
策
都
市
議
会
協
議
会
総
会

6 

月

７
日
・ 

議
会
運
営
委
員
会

　
　

・ 

各
会
派
代
表
者
会
議

11
〜
17
日

　
　

・ 

第
２
回
定
例
会

全国市議会議長会から表彰
　平成25年５月22日に開催された全国市議会議長会定期
総会において、市議会議員として地方自治の推進と市政
の進展に永年貢献された実績により、30年勤続特別表彰
で松本　定議員（写真左）が表彰されました。
　また、４年以上正副議長の職にあったとして、古賀秀
敏議員（同右）が表彰されました。

古賀　秀敏　議員松本　　定　議員


